
広報つちうら　№ 1070　1011　広報つちうら　2012.3.1

海と河と縄文人
　　－霞ヶ浦の古環境と遺跡－
期間　３月17日（土）～５月13日（日）

　と　き／３月17日（土）

　　　　　午後２時～３時30分

　講　師／上高津貝塚ふるさと歴史の広場学芸員

　定　員／60人（先着順）

常陸の貝塚－魚介類から見た霞ヶ浦地域の特徴－
　と　き／４月28日（土）午後２時～３時30分

　講　師／吉野健一さん（千葉県教育庁文化財課

　　　　職員）

　定　員／60人（先着順）

　※博古研究会共催事業

　と　き／３月20日（火）

　　　　　午後２時～３時30分

　講　師／亀井翼さん（首都大学東京大学院博士課程）

　定　員／60人（先着順）

記念講演会
霞ヶ浦南岸の地形と縄文遺跡の立地・分布

　と　き／４月21日（土）

　　　　　午後２時～３時30分

　講　師／松島義章さん（神奈川県立生命の星・

　　　　地球博物館名誉会員）

　定　員／60人（先着順）

貝塚の貝から分かる縄文時代の環境

　と　き／３月25日（日）

　　　　　午前10時～11時、午後２時～３時

　対象者／小学５年生以上

　協　力／阿部きよ子さん（動物考古学研究会員）

　定　員／各回10人（先着順）

　申込方法／電話または直接

ワークショップ
「貝塚から出土する魚の骨を調べよう」

オープニング講座「海と河と縄文遺跡」

上高津貝塚ふるさと歴史の広場 第17回企画展

映画上映会「霞ヶ浦－1977」
　昭和52年の、ちょっと懐しい

霞ヶ浦の様子を撮影した自主制

作作品の上映会です。

　と　き／５月４日（金）

　　　　　午後２時～２時45分

　定　員／60人（先着順）

　遊覧船に乗って、霞ヶ浦沿岸の遺跡や景観を見

学します。

　と　き／５月12日（土）　※荒天のときは13日（日）

　　　　　午前９時30分～午後４時15分（予定）

　集合場所／ラクスマリーナ（川口二丁目 13‐６）

　見学場所／陸平貝塚（美浦村）、天王崎（行方市）、

　　　　　崎浜横穴墓（かすみがうら市）、浮島

　　　　　　（稲敷市 )など

　定　員／45人（先着順）※申込人数が少数のとき

　　　　は、中止になることがあります。

　参加料／中学生以上…3100円、小学生…2500円、

　　　　幼児…無料

　申込方法／電話または直接

霞ヶ浦から遺跡を巡ろう
※上高津貝塚ふるさと歴史の広場・美浦村文化財センター共同事業

※オープニング講座・記念講演会・展示案内会は入

館料が必要です。

展示案内会
　と　き／４月７日（土）、30日（月）

　　　　　午後２時～２時45分

　霞ヶ浦ははるか昔から人々の生活の舞台となってきました。湖の近くには、今で

もたくさんの貝塚や縄文時代の遺跡が残っています。土浦市は霞ヶ浦の西端に注ぐ

桜川のほとりにあります。この桜川に面した台地上にも、上高津貝塚など縄文時代

のムラのあとがいくつも残っています。

　ところで、昔の霞ヶ浦や桜川は果たして今と変わらなかったのでしょうか。近年

の研究から、今とはだいぶ異なる縄文時代の霞ヶ浦の姿が明らかになってきました。

　今回の展示では、霞ヶ浦沿岸の地形の成り立ちや、貝塚から出土する貝や魚の骨

などの資料から縄文時代の自然環境を探り、霞ヶ浦沿岸・桜川流域の遺跡の資料か

ら、この地に暮らした縄文人の生活の一端を紹介します。

休館日／毎週月曜日（４月30日を除く）、３月 21

　　　　日（水）、５月１日（火）

開館時間／午前９時～午後４時30分

入館料／一般：105円（75円）

　　　　小・中学生、高校生：50円（30円）

※（　）内は 20人以上の団体料金

※小・中学生、高校生は毎週土曜日入館無料

　４月８日（日）は桜まつり協賛で無料開館

上高津貝塚ふるさと歴史の広場（考古資料館）
【上高津1843　826-7111】

休館日／毎週月曜日（４月30日を除く）、３月 21

　　　　日（水）、５月１日（火）

開館時間／午前９時～午後４時30分

入館料／一般：105円（75円）

　　　　小・中学生、高校生：50円（30円）

※（　）内は 20人以上の団体料金

※小・中学生、高校生は毎週土曜日入館無料

　４月８日（日）は桜まつり協賛で無料開館

市立博物館
【中央一丁目15-18　824-2928】

土屋政直－土浦藩主の横顔
市立博物館第33回企画展

期間　３月17日（土）～５月６日（日）

　土屋政直（1641～1722）は、土浦藩土屋家200年の歴史のなかでも特筆す

べき藩主です。

　土屋家は、初代数直（1608～79）が寛文９（1669）年に土浦城主となって

から、11代の藩主が幕末まで土浦地方を治めていました。政直が藩主の

ときに、領地は９万5000石にまで広がりました。土浦市域はもちろん、

つくば市やかすみがうら市、阿見町の一部にまで拡大し、この石高が幕

末まで変わりませんでした。また、政直は幕府の老中を30年あまり務め、

外交と内政に業績を残しました。近年の研究で茶の湯に執心していたこ

とも具体的にわかってきました。

　今年は、享保７（1722）年に82歳でなくなった政直の没後290年にあたり

ます。区切りの年に、土浦藩の基礎を築いた政直の姿を紹介します。

　茨城県内の政直ゆかりの地を見学します。

と　き／３月25日（日）

　　　　午前９時30分～午後３時30分

　　　　（博物館集合）

見学場所／神龍寺、法泉寺、慶龍寺（つくば市）、

　　　　岩間愛宕神社（笠間市）など

講　師／博物館学芸員

定　員／40人（先着順）

参加料／100円（資料代）

申込方法／３月９日（金）から電話または直接

見学会
「土浦城ウォッチングー政直の足跡をたどる」Ⅰ　拝領刀剣

Ⅱ　政直の茶の湯

Ⅲ　大名土屋家

Ⅳ　朝鮮通信使担当

Ⅴ　回顧される藩主

展　示

記念講演会

土屋政直とその時代

　と　き／４月８日（日）

　　　　　午後２時～３時30分

　講　師／吉岡　孝さん（國學院大学准教授）

土浦藩江戸屋敷の世界
　と　き／４月22日（日）

　　　　　午後２時～３時30分

　講　師／松本剣志郎さん（東洋大学助教）

◎共　通

　ところ／市立博物館　視聴覚ホール

　定　員／70人（先着順）

紺地松竹梅鶴亀文様振袖

（京都国立博物館所蔵）

　三石紋入りの産着。子供の誕

生に合わせて準備されました。

瀬戸茶入 銘「塩屋」

神龍寺

三石九曜紋入松竹蒔絵料紙箱

　　　　　　　　　　（蓋裏）

三石九曜紋入松竹蒔絵硯箱

　　　　　　　　（当館所蔵）

　三石紋入りの硯
す ず り ば こ

箱と、

料
り ょ う し ば こ

紙箱。一対で制作されて伝

わりました。

赤
あ か み ど う

弥堂遺跡（土浦市）出土 

台形土器

※入館料が必要です。


